
次の定例会中の委員会で審査する請願・陳情の提出期限は、9月1日（金）午後5時までです。

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の
令和 ５年度小金井市一般会計補正予算（第 ３回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

令和 ５年度小金井市一般会計補正予算（第 ３回）に対する組替え動議（議員提案） × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 × × × × × 即 否　決

小金井市市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ × ○ 総 原案可決
小金井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及び小金井市家庭的保
育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 厚 原案可決

令和 ５年度小金井市一般会計補正予算（第 ４回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 予 修正可決

令和 ５年度小金井市一般会計補正予算（第 ４回）に対する修正案（議員提案） ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × 予 可　決
全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の

令和 ５年度小金井市一般会計補正予算（第 ２回）、議会改革に関する諸問題の調査（議員提案） 即 原案可決

農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて（ほか１３件） 即 同　意

人権擁護委員候補者の推薦について 即 異議ない旨
の意見提出

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　予：予算特別委員会

難民を守らない「出入国管理及び難民
認定法」改正案の廃案を求める意見書

今後の退去強制実務や難民認定実務に重大な影響を及ぼす数多くの問題点
が解消されないままの入管法改正は外国人の基本的人権を脅かすものであ
る。国際人権基準に則った出入国管理制度の整備の観点から廃案を求める。

× × × × ○ × △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ × ○ ○ × 原案可決

地方財政の充実・強化に関する意見書
地方公共団体には少子高齢化、デジタル化、物価高騰への対策など多くの役
割が求められるが、地域公共サービスを担う人員は不足しており、２０２４年度
政府予算の検討に当たっては地方財政の確立を目指すよう求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

特別支援学校・学級等への教員等の適
切な配置を求める意見書

特別支援教育を受ける児童生徒は年々増加している。多様性を尊重する共
生社会の実現に向けても、特別支援教育支援員や看護師等、専門的な知識や
経験を持つ職員の増員と財政措置を含めた教育現場の体制整備を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × ○ ○ × ○ 原案可決

生物多様性の保全・ネイチャーポジテ
ィブの対策の強化を求める意見書

地球上では無数の生態系が地球環境を安定させる基盤となっているが、人類
史上これまでにない速度で生物多様性が失われている。生態系の損失を食
い止め回復軌道に乗せるため、自治体や地域の取組の支援強化を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

教職員給与特別措置法（給特法）の廃
止を含む抜本的見直しを求める意見書

政府・与党の給特法見直し案は、残業時間の抑制にならない。教員が心身共
に健康に働ける環境を整えることは、子どもの成長に不可欠で喫緊の課題で
あることから、定額働かせ放題と言われる制度を見直すことを求める。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × 原案可決

令和 ４年に日本国民の死亡者数が激増
した原因究明を求める意見書

令和 ２年の新型コロナ感染症日本上陸のときは、日本人の死亡者数は前年よ
り約 １万人減っていたが、令和 ４年は令和 ２年と比べ、コロナ関連死を除い
て約１７万人増加している。これは異常事態であり原因究明を求める。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × 原案可決

国は沖縄県議会の平和外交意見書を重
く受け止めて、中国との対話と外交に
真剣に取り組むことを求める意見書

沖縄が軍事的緊張の最前線になることへ地元住民の不安が高まり、県議会で
意見書が可決された。沖縄県民の訴えを真摯に受け止め、軍事力による抑止
ではなく、外交による平和構築に真剣に取り組むことを求める。

× × × × ○ △ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ × ○ ○ × 原案可決

理解と合意なき汚染水の海洋放出の中
止を求める意見書

福島第一原発事故及び汚染水発生の原点に立ち返り、「関係者の理解なしに
いかなる処分も行わない」とする福島県漁連等との文書約束を守り、理解と
合意のないまま汚染水の海洋放出は行わないこと他 ３項目を求める。

× × × × ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ × ○ ○ × 原案可決

雇用施策との連携による重度障害者等
就労支援特別事業の適用拡大を求める
意見書

国は重度障がい者が働けるよう、就労中の介助費用を補助しているが、本来
適用される人の １ 割程度しか利用されていない。公務員等は適用除外で都
内ではニーズとのミスマッチが起きており、周知と適用拡大を求める。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ △ ○ ○ × 原案可決

最低賃金を全国一律１,５００円に引き上
げることを求める意見書

日本の最低賃金は、労働者が自立して生活するには低すぎ、都道府県で大き
な地域間格差があるという問題がある。これらを是正し労働者の暮らしを
守るため、最低賃金を全国一律１,５００円に引き上げることを求める。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ △ ○ ○ × 原案可決

LGBTQ当事者が真に求める、差別を禁
止する法の成立を求める意見書

LGBTQ当事者が自分らしく生きられる社会を目指す法案が修正された。内
容はLGBTQコミュニティに深刻な被害をもたらし得るものである。真に当
事者が求める差別を禁止する法律への見直しを求める。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ × ○ ○ × 原案可決

若年被害女性等支援事業について東京
都の公的責任を果たし、若年女性を性
被害等から守ることを求める意見書

性暴力など性被害から若年女性を守る支援団体が妨害を受ける事態が発生
した。東京都は補助事業を委託事業に切り替え公的な責任を果たし、様々な
妨害から若年性被害女性を支援する団体を毅然として守ることを求める。

× × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 ○ × ○ ○ × 原案可決

前例のない建築資材高騰の中、中断し
ている新庁舎等建設の設計について、
より多くの理解を得られるよう検証
し、事態の打開を求める決議

現市長の提案した設計案は、市議会の多数の理解を得られなかった。議員の
求めに応じ示された検証調査の想定項目を盛り込み、修正を提案し可決され
たので、適切かつ速やかに設計検証予算を執行することなどを求める。

○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × 原案可決

消防団第一分団における不正事案に関
して、清水がく市議会議員に対し、議
員として事実を明らかにし、市民の疑
念に誠実に応えることを求める決議

清水がく議員に対して、消防団第一分団における出動手当の不正請求事案に
関し、議員として、市民と議会に不正事案との関わり等、把握している全て
の事実を明らかにし、市民の疑念に誠実に応えることを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × △ 原案可決

「マイナ保険証」の運用を中止し、問題
の原因究明を最優先に行うことを求め
る意見書

「マイナ保険証」で間違った情報を紐づけるなどの問題が明らかになった。
政府に対して、「マイナ保険証」の運用を中止し、個人情報等に関する問題
の原因究明と検討を要する課題の整理を最優先に行うことを求める。

× × × × △ × △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 × × ○ ○ × 否　決

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

※可否同数の場合、議長が可否を決定します。

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　　子：子どもの権利を守る会　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　
会：こがねい市民会議　　　　　　ネ：生活者ネットワーク　　緑：緑・つながる小金井　　　街：街の仲間たち

自転車用ヘルメット購入時の補助を求
める陳情書

令和 ５年 ４ 月 １ 日より自転車利用者のヘルメット着用が努力義務とな
った。購入の補助を行う動きは全国の自治体に広がりつつあり、小金
井市においても自転車利用時の安全性を担保するため、補助の検討を
求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 建 採　択

高校生等医療費助成に係る所得制限の
早期撤廃実現に関する陳情書

東京２３区に比べ小金井市の医療費助成制度は大幅に見劣りしているこ
と、物価高騰が医療費助成を受けていない市民に対しても生活を窮屈
にしていることなどから、高校生等の医療費助成に係る所得制限の早
期撤廃を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 厚 採　択

国へ介護保険制度の意見書を提出する
よう求める陳情書

利用者、介護事業所、従事者が直面している困窮を打開し、介護保険制
度を見直すことが急がれている。経済的な心配をせず、必要な時に必
要なサービスを利用、提供できる制度について国へ意見書を提出する
よう求める。

× × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × 厚 不採択
（議長裁決）

福祉的視点から高齢者施策の充実を求める陳情書の訂正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 即 承　認

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
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請願・陳情の審議結果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　厚：厚生文教委員会　　建：建設環境委員会
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